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形状 ) である。設計時間は，Core-i7 のノートPCで
8時間程度である。設計は，各θ断面の2次元形状
を創出する。今回の設計では機首の膨らんだ円錐形状
の稜線と機体軸を含む断面形状を7面の形状が設計
され，最終的にその7つの稜線を3次元 CADで補
間し滑らかに連続する機首形状としている。
４．まとめ
　超音速域における軸対称胴体機首形状の短時間設計
を行うシステムを構築した。これから検証や検討が必
要ではあるが，本稿で提案した設計システムは軽量・
短時間で信頼できる設計が可能な設計法であることが
示された。これから，非軸対称機首の精度良い設計は
もちろんのこと，機首だけでなく胴体全長の設計も短
時間で精度良く行える設計システムへと展開していく
所存である。
図 2　機首設計の一連の過程
